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重 点 事 業

１ 市民が大切にされるまちづくり

（１ 【健康づくり推進事業】）

本市の健康増進計画「健康みま２１」に基づく、市民健康づくり運動の展開と定着を図る

とともに、食育講座の開催や若年齢者健診の実施、壮年層に対する特定健診・特定保健指導

の充実等、各階層に対応した生活習慣病の予防対策を展開し、生涯を通じた市民の健康づく

りを推進する。

１，０００千円健康増進計画「健康みま２１」推進事業

本市の健康増進計画「健康みま２１」に基づき、生活習慣病の発症・重症化

予防に焦点をあて、各種団体・事業所・学校・自治会等に説明会を行い、啓発

活動を積極的に展開する。

２９３千円食育推進事業

子どもの頃から「良い食生活習慣をおくる」ことができるよう幼稚園児や小

学生等の保護者を対象に食育講座を開催するとともに、家庭における食育を支

援し、子どもが健全な食生活を実践しやすい環境を整えるため、学校、保育所、

市民ボランティア（ヘルスメイト）等とのネットワークを構築する。

若年齢者の健診事業 ２，１００千円（メンズ・レディース健診事業）

低年齢化する生活習慣病対策の一環として、若年齢者（ 歳未満）の健診を40
実施し、早期からの生活習慣の改善を図る。

特定健診等事業 １９，９０５千円（国保会計）

メタボリックシンドローム対策として、糖尿病や高脂血症、高尿酸血症など

の生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的とした特定健診の受診率を

向上させるとともに、健診受診者を対象に、生活習慣病のリスク要因に応じた

保健指導を行う。

地域介護予防活動支援事業 ８，５００千円（介護保険会計）

介護予防に関する講演会の開催や地域で自主的活動を展開するリーダーや介

護予防事業等のボランティアとなる人材の養成を行うための介護予防サポータ

ーの育成やふれあいいきいきサロン等に対する活動支援を通じ、介護予防を図

る。

阿波踊り体操普及事業 ２００千円

市民の健康づくりを家庭、地域、職場などから推進するため、阿波踊り体操

を普及するボランティア指導員の育成と普及活動の充実を図る。
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（２ 【子育て支援事業】）

子育てマイスターによる子育て中の保護者への相談支援活動の実施や障害児を育てる地域

、 、 。支援体制の整備を図るとともに 預かり保育事業等の充実により 子育て支援の推進を図る

１１４千円子育てマイスター活動事業

住民参加による育児相談活動の充実を図るため、美馬市郷土資料館の一室を

利用し、月２回「子育てフリースペース」を開設して、平成 年度に認定した19
子育てマイスター（３４名）による、親子の交流や相談支援の講習会等を実施

する。

６，０００千円障害児を育てる地域支援体制整備事業

障害児を育てている保護者が、気軽に専門家等に相談ができ、保護者同士や

子どもの交流、情報交換ができる交流の場を整備することにより、育児不安の

軽減と相談支援体制の充実を図る。

７，３３３千円少子化対策事業

妊娠中の身体の異常を早期に発見する妊婦一般健康診査を２回から５回に増

やすとともに、第３子以降の妊婦については受診回数を１０回とし、健やかに

子どもを生み育てるため、公費負担よる健康診査の受診回数を拡充する。

児童手当の支給 ２１７，３０６千円

小学校修了前の児童を養育している方に支給する児童手当について、月額３歳

未満児一律 円、３歳以上児第１子・第 子 円、第３子以降 円10,000 2 5,000 10,000
を支給し、子育て家庭の支援を図る。

乳児医療費の助成 ５６，７９５千円

満６歳児までの乳幼児に対する医療費を助成し、子育て支援の充実を図る。

（平成 年度より所得制限を撤廃し、助成対象者を拡大）19

預かり保育事業 １６，９８９千円

平成 年度から市内全ての幼稚園児を対象に実施している預かり保育を本年19
度も引き続き実施し、園児の安全と子育て支援を図る。

ファミリーサポートセンター事業 ５，８８０千円

「育児の援助を行う人」と 「育児の援助を受ける人」が会員となり、保育所

等へ子どもの送迎や保育所修了後の子どもの預かりなど、地域の中で助け合い

ながら子育ての支援を行う。
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（３ 【青少年健全育成事業】）

地域社会全体で子どもの教育を支える体制づくりを行うための学校支援地域本部の設置、

不登校児童の学校復帰を支援する適応指導教室の開設、就学指導やいじめ問題などに対応す

る学校教育指導員の配置や放課後子どもプラン事業等による放課後における児童と地域の人

達との交流事業の推進など、郷土の未来を担う青少年の育成を支援する。

１，４４０千円学校支援地域本部事業

定年を迎える団塊世代など、地域の人々が持つ得意分野を活かし、小中学校の

授業などの手助けを行うボランティア組織を設置し、地域全体で学校教育を支援

する体制づくりを推進する。

２，０００千円美馬市適応指導教室事業

美馬市に在籍する不登校児童生徒の自立と学校復帰を支援するため、美馬市適

応指導教室を切久保小学校に設置し、不登校児童生徒通室指導を実施するととも

に、教室に通えない児童生徒の家庭訪問など、児童生徒の学校復帰に向けた活動

を行う。

学校教育指導員の設置 １，５００千円

就学指導や進路指導のための調査・相談事業を充実するため、学校教育指導

員を配置する。

放課後子どもプラン事業 ９，０００千円

学校施設等を活動拠点とする、安全・安心なこどもの居場所づくりを福祉分野

と連携しながら、地域住民の参加を得て学習・文化活動等を推進し、こどもの安

全と地域の人達との交流を図る。

放課後児童クラブ事業 ４，４５０千円

教育分野との連携を図ることにより、放課後児童クラブの勉強やスポーツ・文

化活動体制の充実を図り、更なる児童に対する安全性の確保と健全育成を図る。

プラスワンスクール推進事業 １８，５００千円

小学校延べ４校、中学校３校において、自分たちで考えたテーマに基づき、

地域の人達の協力を得ながら通常の授業では得られない貴重な体験や自主的活

動を行うことにより、児童・生徒の能力や個性の伸長を図る。

１．江原南小学校 ・脇町小学校・穴吹小学校 「ひびけ みまっこ合唱団」

２．岩倉小学校 「汚名返上！見直そう、ぼくのわたしの食生活 （継続）」

３．美馬中学校 「世代間の交流を深め、ふれあいの輪をひろげよう」

～まほろばの郷をつくろう～

４．岩倉中学校 「みんなで育てる岩倉の花」

～岩中ブランドの花づくりをめざして～

５．三島中学校 「２人の博士～三宅速とアインシュタイン～ （継続）」

みまっこ健全育成事業 ３，４５０千円

青少年の健全育成を図るため、児童・生徒の各種大会への出場助成を行うと

ともに、教育やスポーツ、文化活動などで活躍した児童・生徒を表彰し、また、

市に関係する高校生、大学生及び一般の方が、スポーツ・文化活動等において、

他の模範となる活躍をしたときに、懸垂幕等を掲示して広く顕彰を行う。
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２ 安心・安全・快適で便利なまちづくり

防災、消防、危機管理の推進や教育施設の耐震化、道路交通網や住環境の整備など、安全

性と利便性が一体となった安心して暮らせるまちづくり事業を推進する。

４，４００千円小型救急車整備事業

山間地域等の道路幅員の狭い地域の救急業務に対応するため、小型救急車の整備を図

り、救急搬送業務の迅速化と効率化を図る。

耐震性防火水槽整備事業 １８，２５８千円

４地域防災力強化のため、耐震性防火水槽の整備を行い消防水利の確保を図るため、

基の設置を行う。

消防団小型動力ポンプ積載車導入事業 ３，６１０千円

町村合併により再編を行った、消防団の消防機能の充実を図るため、機械器具を計画

的に配備するため、小型動力ポンプ積載車１台を導入する。

２，４００千円自動体外式除細動器( )設置事業AED
市内の小学校に自動体外式除細動器を計画的に設置するため、平成２０年度は、市内

８校の小学校に設置する。

２００，２８８千円江原北小学校耐震改修・改築事業

校舎等教育施設の安全性確保のため、江原北小学校の耐震改修・改築事業を実施する。

７，１００千円木屋平中学校耐震化改修事業

、 。計画的に各施設の耐震化事業を推進するため 木屋平中学校の耐震２次診断を実施する

穴吹小学校耐震化改修事業 ９，５００千円

計画的に各施設の耐震化事業を推進するため、穴吹小学校の実施設計を行う。

１０，２６９千円美馬市水道事業統合計画策定事業

住民へ安定的な飲料水を提供するため、山間地域等に点在する簡易水道施設や飲料水

供給施設を水道事業に業務統合する計画を策定する。

木造住宅耐震改修事業 ３，４２０千円

木造住宅の耐震改修を推進するため、耐震改修アドバイザー３戸、木造住宅にかかる

耐震改修３戸、耐震診断 戸を確保する。50

市道改良舗装事業 ２６２，６００千円

（市道の改良や舗装事業を２７路線で実施する ）。
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３ 環境と調和するまちづくり

市民参加による循環型社会の推進や生活環境の保全を図り、自然にふれあえる場として水

辺の楽校を整備するとともに、下水道事業の推進などにより、自然と共生し調和するまちづ

くり事業を推進する。

２０，０００千円水辺の楽校整備事業

自然環境と人間との共生を考える場として、子どもが安心して自然にふれあ

える水辺の楽校の開校に向け、美馬町中鳥地区に自然散策を楽しむための四阿

や管理棟等を整備する。

公共下水道事業 ２２１，０００千円

（穴吹町穴吹地区から舞中島地区における特定環境保全公共下水道整備事業）

農業集落排水事業 ４４４，０００千円

（美馬町天神・喜来・妙見地区における農業集落排水施設整備事業）

合併浄化槽設置補助金 ３８，５２２千円

（５人槽３８基、７人槽６０基、１０人槽２基、計１００基を設置）

４ 活力がみなぎるまちづくり

、 、 、 、農林業 商工業及び観光産業の振興を図るとともに 企業立地 企業支援策の充実を図り

地域の特性を活かした活力のみなぎるまちづくり事業を推進する。

３，８００千円企業誘致促進制度による奨励金の交付

美馬市事業所等設置奨励条例の新規従業員を雇用した場合の奨励金制度に基づき、奨

励金の交付を行う。

（１年以上継続して雇用した場合１名につき２０万円の奨励金を交付する ）。

中山間総合整備事業 ２０１，１７４千円

（ 農道改良１線、営農飲雑用水２箇所（うち一箇所県営事業負担金）で整備する ）。

治山林道事業 ２３２，０８７千円

林道開設・舗装８路線、作業道開設１路線、県営林道開設事業負担金４路線、治山

事業４箇所で実施する。

地域森林システム整備事業 １５，０００千円

（ 山林の境界確認事業を市内３３３ｈａの森林において実施する ）。

まちづくり交付金事業 １５９，８３０千円

国選定「脇町南町 （うだつの町並み）と周辺との面的整備を行うことにより、双方」

に訪れる観光客の利便性の向上や、観光客の増加や滞在時間の拡大を図るため、南町並

びにデ・レーケ堰堤の休憩所の整備、南町周辺のライトアップ照明の整備やうだつ町並

み周辺の市道整備を行う。
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特産品開発事業 １，５００千円

関係者によるワークショップ、地産地消推進事業や美馬ブランドの創出事業等を行い、

販路拡大事業を展開する。

また、高齢者農家や小規模農家等が生産する少量多品種の生産物を流通ラインに乗せ

販売する生産者のネットワークをつくるシステムを構築する。

５ 人が集い、交流が生まれる魅力あるまちづくり

グラススキー全国大会の開催や空き家を利用した体験・交流事業の実施により、本市に訪

れる観光客や定住希望者と市民の交流促進を図る。

市民の文化活動では、第２２回国民文化祭での「能楽の祭典」の開催を受け、新たまた、

に公民館活動に能楽教室を設けるなど、伝統文化の継承・創造、文化や観光が高まるまちづ

くり事業を推進する。

８，０００千円グラススキー全国大会

本年 月 日（金）から 日（日）に、木屋平中尾山高原において、高円10 17 19
宮久子妃殿下をお迎えし、高円宮牌グラススキージャパンオープン選手権と全

日本グラススキー選手権大会を開催する。

３５０千円移住促進体験・交流事業

定住希望者等に生活体験と交流の場を提供するとともに、旧町村４地区に設

置した地域定住アドバイザーによる定住希望者に対する相談体制の充実を図る。

６０千円能楽教室

昨年秋に本市で開催された第２２回国民文化祭「能楽の祭典」を一過性に終

わらせることのないよう、公民館活動に「能楽教室」を新たに設け、文化の継

承と創造を図る。

剣山登山バスの運行 １，６６８千円

木屋平滝宮から中尾山高原を経て剣山見の越までの間、季節便を運行し、剣山

登山バスのネットワーク化を図る。

（ ）、 、 （ ）運行期間： ～ 月・ 月の土日祝日 ～4/26 5/6 5 7 7/19 8/31ゴールデンウィーク 夏休み期間中

～ 、 ～ 計９２日間10/4 5 10/11 11/3（紅葉シーズン）

美馬市文化祭実行委員会補助金 ６，２００千円

市民の文化活動の作品展示会や芸能発表会を行う美馬市文化祭を開催する。

また、郷土出身の三宅速博士と深い交友関係にあったアインシュタイン博士に

関する資料パネルの展示、パネルディスカッションの開催やプラスワンスクール

で研究した三島中学校生徒による研究発表などを実施する。
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６ 市民と行政による共創・協働のまちづくり

情報基盤の整備や効率的・効果的な行政運営を推進するとともに、市民参加型の自主自

立のまちづくりを展開する。

（１ 【共創・協働事業】）

地域が抱える諸問題解決のため、地域住民自らが考える活性化事業や自治会が自ら考え

る住民主体の地域づくり事業を推進するため 「水源の里地域再生事業」や「自治会共創、

と協働モデル事業」を展開し支援を行う。

また、市民の健康増進を推進する「阿波踊り体操普及事業」のボランティア指導員や子

育て支援を行う「子育てマイスター」など、市民パワー（協働）よる各種事業の推進を図

る。

２，０００千円水源の里地域再生事業

高齢化や人口減少の影響により、維持・存続が危ぶまれる集落が増加する中、

森林の荒廃、耕作放棄地、空き家の増加や社会サービスの提供が困難となって

きており、こうした地域が抱える問題に対し、地域住民自らが考える活性化事

業の推進を支援するため、水源の里地域再生事業を展開する。

（再掲） １１４千円子育てマイスター活動事業

住民参加による育児相談活動の充実を図るため、美馬市郷土資料館の一室を

利用し、月２回「子育てフリースペース」を開設して、平成 年度に認定した19
子育てマイスター（３４名）による、親子の交流や相談支援の講習会等を実施

する。

自治会共創と協働モデル事業 ５，０００千円

住民主体の地域づくりを推進するため、地域住民が自ら計画決定し、自らが

地域づくり事業を実施する事業を支援する。

２つ以上の自治会が連携し、広域自治会により自らが実践する地域づくりの

ための地域計画を策定し、住民自らが地域づくりを推進していくモデル地区を

選定して事業の展開を図る。

阿波踊り体操普及事業（再掲） ２００千円

市民の健康づくりを家庭、地域、職場などから推進するため、阿波踊り体操

を普及するボランティア指導員の育成と普及活動の充実を図る。

（２ 【情報基盤整備事業】）

情報通信格差の解消、地上デジタル放送の難視聴対策及び、音声告知放送システムの一

元化による防災・行政情報のスムーズな伝達を行うため、高速インターネット網の環境整

備を図る。

地域情報化基盤整備事業 ２，１９１，７００千円

平成 年度から実施整備している地域イントラネット網を活用し、情報通信18
基盤の格差是正を図るため、美馬町、脇町地区の加入者系光ファイバー網と音

声告知システムの整備を図り、平成 年度末までに市内全地域での整備を図る。20


